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介護予防普及啓発事業の概要・意義 1

介護予防普及啓発事業とは

2

要支援および要介護1といった軽度な

レベルの介護認定者が増加

現在介護認定を受けていない高齢者が

要支援および軽度の介護認定者と

ならないように予防

または、要介護状態等の軽減・悪化の防止

高齢者が対象者で市町村が主体となって実施

1回当たりの利用人数などは会場の規模に

よって異なり、開催日時も実施施設の

状況によって定める

■

■

■
■
■

各地域で暮らしている高齢者に対して

介護予防（健康づくり等）の大切さを伝えること



実施に向けて持つべき視点

介護予防普及啓発事業の内容①

2

3

各地域で暮らしている高齢者に対して

介護予防（健康づくり等）の大切さを伝えること

介護予防に資する基本的な知識を普及啓発するためのパンフレット等の作成及び配布



実施に向けて持つべき視点

介護予防普及啓発事業の内容②

2

4

介護予防に資する基本的な知識を普及啓発するための有識者等による講演会や相談会等の開催

各地域で暮らしている高齢者に対して

介護予防（健康づくり等）の大切さを伝えること



介護予防教室の具体的なプログラムとしては運動機能向上、認知症予防、

栄養改善、うつ予防、口腔機能の向上といった内容の講座や実技を実施

実施に向けて持つべき視点

介護予防普及啓発事業の内容③

2

5

介護予防の普及啓発に資する運動教室等の介護予防教室等の開催

各地域で暮らしている高齢者に対して

介護予防（健康づくり等）の大切さを伝えること



実施に向けて持つべき視点 ２

介護予防普及啓発事業の内容④

実施に向けて持つべき視点 2

6

各地域で暮らしている高齢者に対して

介護予防（健康づくり等）の大切さを伝えること

介護予防に関する知識又は情報、
各対象者の介護予防事業の実施の記録等を管理するための媒体の配布



目指すべき効果・成果 3

7

地元で暮らしている高齢者の方が

住み慣れた地域、なじみの環境の中で

自分らしい暮らしを

人生の最後まで続けること

あ
り
た
い
姿

目
指
す
べ
き
姿

住み慣れた地域 → 地元との繋がりがない あまり知らない

なじみの環境 → 家族がいない 友人がいない

自分らしい暮らし → やりたいことがない やることがない

自身の衰えを認めたくない

現
状

介護予防普及啓発事業を行うことで

住民が集まる → 地元との繋がりができ、地元のコトを知ることができる

顔がみえる関係になり、近所の知り合いが増える

自分のコトを知る → 少しずつ衰えることを知る

あきらめるのではなく、年齢に応じた取組を始める

「しる」→「わかる」→「きめる」→「うごく」

やりたいことを目標に、自分らしい暮らしができる

介護予防に資する住民主体の通いの場ができる

目
指
す
べ
き
効
果

目
指
す
べ
き
成
果



実施に向けて持つべき視点

N = 475

◆低栄養はそれほど多くない

割
合
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運動・外出・理解項目

口腔項目

栄養項目

具体的に行うことの例 4

地域の実情に合わせた取組

8

フレイルチェック低下 該当割合

2021年 洲本市フレイル健診より出典 兵庫医科大学にて分析

④ 食べにくさの該当が4割

⑤ むせ有りが3割強

⑱ 乾きやすさが 4割強

⑲ 舌もつれは2割り程度

口腔問題

⑦ 歩行速度低下が5割

⑧ 転倒率は平均的

⑨ 運動習慣なしが3割強

⑬ 毎日外出しない人が5割強

⑯ フレイル意味未知6割強

運動・外出・理解

※⑯はフレイルの意味を知らなければ
「低下」とした

→地域の実情はどうなっているのか？

→フレイルの意味を知らない →歩行・外出が低下 →口腔機能が低下



具体的に行うことの具体的に行うことの例

地域の実情に合わせた取組

4

9

→ 地域の実情はどうなっているのか？

→ フレイルに対しての理解がまだまだできていない

→ リハビリ専門職、管理栄養士、歯科衛生士などが講話



具体的に行うことの例

地域の実情に合わせた取組

4

10

→ 実際に運動を体験して

→ 運動に対するメリットや効果を説明

→ 住民さんに継続して「やりたい」と思ってもらえることが大切



具体的に行うことの例具体的に行うことの例

地域の実情に合わせた取組

4

11

→ 住民主体で介護予防に資する取組を検討してもらうことが大切

→ 住民さんの「体操をやりたい」のきっかけに

→ 地域介護予防活動支援事業との連動を視野にいれる



具体的に行うことの例

新たな取組とは

4

12

→ コロナ禍で集まることが難しい

→ 毎日できる体操を開発、フレイルなどのミニ講座を収録

→ 地元のケーブルテレビ、YouTubeにて放送



具体的に行うことの例

新たな取組とは

4

13

→ コロナ禍で集まることが難しい

→ オンラインにて集まる 社会参加

→ スマホ体験とコーヒー講座（趣味活動を増やす）



具体的に行うことの例 ４具体的に行うことの例

新たな取組とは

4

14

→ 教育委員会・生涯学習課と連携

→ 地元の民間企業（フィットネスクラブ）とも連携

→ フレイルの講話とチェック

→ インストラクターによる運動を実施



具体的に行うことの例具体的に行うことの例

新たな取組とは

4

15

→ 個別に啓発

→ ショッピングセンターにて

→ フレイルチェックと啓発

→ 個別に啓発

→ 閉じこもり傾向にある高齢者に対して

→ フレイルチェックと啓発



１ 各地域で暮らしている高齢者に対して
介護予防（健康づくり等）の大切を伝えること

2

3

4

振り返り・まとめ

（介護予防）
地域の実情がどのようにあるのかを知ることが大切

住民主体で介護予防に資する取組を行うきっかけとして

これからの時代にあった新たな取組が大切

◆ 「なぜ、介護予防（健康づくり等）必要か」

◆ 「地元の介護予防（健康づくり等）に理解は」

◆ 「専門職が関わることによってどのように」

◆ デジタルの活用へ
◆ 民間企業との連携へ
◆ 介護予防に資する通いの場に来ていない方へ
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